


















は「ように＋知覚動詞」「と＋知覚動詞」「Aを感じさせる B」「Aを思わせる B」「Aが Bに見える」
という特定の構文において直喩を表出する。「ように＋知覚動詞」「と＋知覚動詞」は命題を真と仮
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な B」（雪のような肌）「Aのような X・B」（雪のような白い肌），連用形「Aのように B」（雪の


































                  命題      真偽     用法
（4）  社長，車が来たようです ： [車が来た ]  ／   真   ／ 婉曲
（5）  会場は満員のようだ   ： [会場は満員 ] ／ 真偽未確認 ／ 推量






























う知覚動詞は動詞類（D類）の第 1種である（以下，D類 1種）。D類 1種に属する語は人間の


























知覚動詞 用例数 比喩例数 比喩率（%） 直喩例数
感じる 289 21 7.3 5
思う 1,741 27 1.6 10
考える 839 4 0.5 2
心得る 0 0 0 0
受け取る 40 0 0 0
錯覚する 5 0 0 0
紛う 0 0 0 0
見る 2,080 4 0.2 1





















































































（14）  〔〔彼の声が肌に染み入るように〕感じて〕       ：「ように」節が知覚動詞を修飾































（19）  〔〔これが生き地獄だと〕思った〕         ：「と」節が知覚動詞を修飾
（20）  〔〔四端子デバイスの実現は夢と〕考えられていた〕 ：「と」節が知覚動詞を修飾




























































































を感じさせる B」，「思う」は「Aを思わせる B」，「見える」は「Aが Bに見える」の構文で出現する。




















42 菊地　礼／国立国語研究所論集 19: 31–45 (2020)
断される。「悪魔」の持つ〈恐怖や危害を与えるもの〉などの属性が被喩辞「子どもたち」に付
加される。（27）（28）（29）の格成分と知覚動詞は次のような構文の構造を持つ。
（30）  〔〔もろさを感じさせる〕恋愛運〕   ：知覚動詞が連体修飾節を作る
（31）  〔〔恋人同士を思わせる〕しぐさ〕   ：知覚動詞が連体修飾節を作る
















 （サンプル ID：LBi5_00003‐ 7790）
（34）  春場所、東正横綱の千代の富士は初めて念願の十五戦全勝優勝をとげた。通算 V8。西横
綱北の湖は全休で、「ウルフ」独走時代到来を思わせる圧倒的な強さである。  
 （サンプル ID：LBf7_00038‐ 34770）
（35）  茶アザは医学的には、扁平母斑と呼ばれる皮膚の疾患で、表皮基底層のメラニンが増える
ことで茶色に見える症状で、全身のどの場所にもできることがあります。  
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Relation Between Grammar and Metaphors: 
Analyzing “Similes” Using Verbs of Perception
KIKUCHI Rei
Graduate Student, Chuo University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
The purpose of this study is to explain the condition of a “simile” using verbs of perception. The 
simile is a kind of the metaphor. The simile has a morphological index and shows a false 
proposition. And a simile uses the appearance of things and compares it with other things to make 
a description more vivid. The Japanese auxiliary verb “you” (よう) is often used in forming a simile 
because “you” shows a false situation as the truth in the mind of speaker. Verbs of perception can 
form a simile in specific syntaxes, for example: “youni + verbs of perception” (ように＋知覚動詞), “to 
+ verbs of perception” (と＋知覚動詞), “A wo kanjisaseru B” (Aを感じさせるB), “A wo omowaseru 
B” (Aを思わせるB), and “A ga B ni mieru” (AがBに見える). These syntaxes show a false situation as 
the truth. The simile requires a form to be able to portray a false situation as the truth. The 
grammatical property of syntax forms a simile.
Key words: simile, metaphorical expression, indicator of metaphor, verbs of perception, syntax
